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エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ワ

シ
ン
ト
ン
大
学
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
修
士
号
、
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
タ
ン

大
学
で
同
博
士
号
（P

h
.D

）
を
取
得
す

る
。
こ
の
間
、
空
軍
地
球
物
理
学
研
究

所
や
テ
ラ
ダ
イ
ン
、
ベ
ル
コ
ア
な
ど
と

大
学
を
行
き
来
す
る
。
現
在
は
日
本
人

の
奥
さ
ん
と
の
間
に
２
人
の
お
嬢
さ
ん

が
い
て
子
煩
悩
さ
を
見
せ
る
。

会
津
大
学
に
は
93
年
か
ら
赴
任
。
専

門
は
情
報
理
論
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
音

響
、
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）、
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｉ

（
楽
器
用
の
シ
リ
ア
ル
イ
ン
タ
フ
ェ
ー

ス
仕
様
）
と
い
っ
た
分
野
を
教
え
て
い

る
。
先
に
紹
介
し
た
回
転
椅
子
に
も
Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
研
究
所
時
代
に
電
話
会
議
シ
ス

テ
ム
な
ど
を
開
発
し
て
き
た
経
験
が
生

き
て
い
る
。

自
律
分
散
し
た
研
究
が
一
体
と
な
る

音
場
を
解
析
す
る
た
め
の
無
音
響
室

が
あ
る
。
こ
こ
に
は
両
耳
の
位
置
に
マ

イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
を
装
着
し
、
実
際
に
両

耳
に
ど
の
よ
う
に
音
が
入
っ
て
く
る
か

を
調
べ
る
人
形
（
ダ
ミ
ー
ヘ
ッ
ド
）
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
応
用
例
と
し

て
、
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
を
利
用
し
て
、
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
を
演
奏
し
な
が
ら
、
２
個
の
ス

ピ
ー
カ
で
音
の
出
る
方
向
（
音
源
）
を

制
御
す
る
研
究
も
あ
る
。
例
え
ば
、
ド

の
音
は
１
時
の
方
向
、
ミ
の
音
は
３
時

の
方
向
か
ら
聞
こ
え
る
と
い
う
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。

ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
を
利
用
し
た
３
６
０

度
の
写
真
を
撮
影
す
る
装
置
も
あ
る
。

長
い
写
真
の
出
力
紙
を
輪
に
し
、
３
６

０
度
の
景
色
に
す
る
の
だ
。
さ
ら
に
、

そ
の
紙
の
表
裏
に
内
側
か
ら
見
た
景
色

と
外
側
か
ら
見
た
景
色
を
、
位
置
を
合

わ
せ
て
印
刷
し
た
例
も
あ
る
。

様
々
な
研
究
が
進
み
、
そ
れ
は
必
要

に
応
じ
て
コ
ー
エ
ン
教
授
が
テ
ー
マ
と

す
る
研
究
に
集
約
さ
れ
る
。
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マ
イ
ケ
ル
・
コ
ー
エ
ン
教
授
の
名

刺
に
は
「
公
園

マ
イ
ケ
ル
」
と

書
か
れ
て
い
る
。
英
文
で
は
、

M
ich
ael
C
oh
en
1

と
な
る
。
１
９
９

１
年
に
来
日
し
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ

ン
タ
フ
ェ
ー
ス
研
究
所
に
勤
務
し
て
以

来
、
す
っ
か
り
日
本
と
会
津
の
地
に
と

け
込
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

「
こ
の
椅
子
、
回
す
と
画
面
と
音
が

同
調
し
て
回
転
し
ま
す
よ
」

コ
ー
エ
ン
教
授
の
研
究
室
を
訪
ね
る

と
、
開
口
一
番
に
不
思
議
な
椅
子
を
紹

介
さ
れ
た
。
椅
子
に
は
モ
ー
タ
ー
と
ス

ピ
ー
カ
ー
が
組
み
込
ま
れ
、
パ
ソ
コ
ン

と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
見
渡
せ
ば
、
ほ

か
に
も
オ
モ
チ
ャ
の
よ
う
な
物
が
至
る

と
こ
ろ
に
並
ん
で
い
る
。
全
て
学
生
の

試
作
品
だ
と
言
う
。

面
白
そ
う
な
こ
と
は
何
で
も
研
究
題
材

研
究
室
の
一
角
に
あ
る
モ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
プ
シ
ャ
ー
実
験
室
で
は
、
学
生
が

フ
リ
ス
ビ
ー
の
回
転
飛
行
を
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
。
仮
想
３
次
元
空

間
で
リ
ア
ル
に
表
示
す
る
た
め
、
フ
リ

ス
ビ
ー
の
明
る
い
部
分
と
暗
い
部
分
の

分
解
能
を
高
め
、
反
射
光
を
取
り
入
れ

る
画
像
処
理
研
究
に
取
り
組
む
院
生
も

い
る
。
コ
ー
エ
ン
教
授
は
次
の
よ
う
に

語
る
。

「
学
生
た
ち
に
と
っ
て
研
究
と
は
、

ま
ず
は
楽
し
い
こ
と
が
大
切
。
実
際
何

に
役
立
つ
の
か
は
そ
の
後
に
考
え
れ
ば

い
い
の
で
す
」

例
え
ば
、
先
ほ
ど
の
回
転
椅
子
は
ド

ラ
イ
ブ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
に
応
用
で
き
る

と
言
う
。
大
型
車
で
狭
い
道
を
走
行
す

る
と
き
な
ど
の
訓
練
用
に
適
し
て
い
る

の
だ
。
椅
子
を
２
台
用
意
す
れ
ば
、
前

後
に
運
転
席
が
あ
る
か
の
よ
う
に
、
画

面
を
見
な
が
ら
前
進
、
後
進
で
き
る
。

回
転
椅
子
を
携
帯
電
話
で
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
方
法
も
考
え
て
い
る
。
回
転

椅
子
に
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
装
着
し
て
携

帯
電
話
に
転
送
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
で
椅

子
が
映
し
た
景
色
を
確
認
す
る
。

「
応
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
私
が
ア

ド
バ
イ
ス
し
な
が
ら
学
生
と
一
緒
に
進

め
て
い
ま
す
」

小
さ
い
と
き
は
数
学
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
興
味
は
あ
っ
た
が
普
通
の
子
供
だ

っ
た
と
い
う
コ
ー
エ
ン
教
授
。
父
親
が

ミラーボール、
回転いす、フリ

スビーー。「面白
そうなことは何

でも研究のテー
マにしま

す」と、マイケ
ル・コーエン教

授は語る。学生
は興味次第で、

３次元ＣＡＤや
音響学、心

理学、画像処理
技術など多岐に

わたる知識を身
に付けることが

できるのだ。研
究室を訪ね

たときも、至る
所でユニークな

研究が繰り広げ
られていた。

モータとスピーカが組み込まれた回転椅子。パ
ソコンとつなげて様々な研究に使用されている

コンピュータ理工学部

Michael Cohen（マイケル・コーエン）教授

情報理論を駆使し
ながら

自律分散した研究
が渦巻く

画像と音響を利用
した空間メディア

論

情報理論を駆使し
ながら

自律分散した研究
が渦巻く

画像と音響を利用
した空間メディア

論

Michael Cohen
（マイケル・コーエン）教授
1980年ブラウン大学電気工学科卒業、
88年ワシントン大学コンピュータサイ
エンス科修士課程修了、91年ノースウ
エスタン大学電気工学/コンピュータサ
イエンス博士課程修了、工学博士。78
年空軍地球物理研究所、79年ウエイズ
マン研究所、91年ＮＴＴヒューマンイ
ンターフェイス研究所、93年より現職。

無音響室で立体音場空間を検証する。両耳の位置に
マイクロフォンを装着し、実際に両耳にどのように
音が入ってくるかを調べる人形（ダミーヘッド）



世界に向けた研究で未来を拓く――会津型ベンチャーモデルで地域活性
Part 2

61 「変革する大学」シリーズ 60会津大学コンピュータ理工学部 08--09

「
音
と
映
像
の
位
置
を
同
調
さ
せ
る

研
究
で
は
、
で
き
る
だ
け
少
な
い
サ
ン

プ
ル
数
（
デ
ー
タ
量
）
で
現
実
に
近
い

音
場
と
高
解
像
度
の
画
像
を
実
現
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
の
遅
い

デ
ー
タ
転
送
速
度
で
も
、
立
体
音
場
と

高
解
像
度
の
映
像
が
実
現
で
き
る
可
能

性
が
出
て
き
ま
し
た
」

さ
ら
に
こ
の
研
究
は
、
ゲ
ー
ム
の
画

像
や
音
場
を
さ
ら
に
現
実
に
近
付
け
る

べ
く
、
学
生
が
個
別
に
進
め
て
い
る
。

コ
ー
エ
ン
教
授
の
興
味
は
広
く
、
テ
レ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
記
号
学
か
ら
グ

ル
ー
プ
ウ
エ
ア
、
ス
テ
レ
オ
電
話
理
論
、

ハ
イ
パ
ー
メ
デ
ィ
ア
な
ど
。

例
え
ば
、
米
国
で
開
発
さ
れ
た
電
動

立
ち
乗
り
二
輪
車
「
セ
グ
ウ
ェ
イ
」。
本

国
で
は
公
道
で
走
行
で
き
る
ほ
か
、
広

大
な
工
場
内
の
移
動
や
会
場
警
備
な
ど

で
利
用
が
進
ん
で
い
る
。
マ
イ
ケ
ル
教

授
は
こ
の
セ
グ
ウ
ェ
イ
を
い
ち
早
く
導

入
し
、
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
用
の
立

体
音
場
の
開
発
に
着
手
し
た
。

ハ
ン
ド
ル
の
間
に
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

が
あ
り
、
耳
に
は
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を
装

着
。
移
動
に
と
も
な
っ
て
、
音
と
映
像

が
動
く
よ
う
な
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
開
発

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
研
究
室
内
や
学

内
を
優
雅
に
走
行
し
て
い
る
が
、
決
し

て
遊
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
。

「
あ
る
方
向
か
ら
鈴
な
ど
特
定
の
音

が
聞
こ
え
れ
ば
そ
の
方
向
に
回
る
と
い

っ
た
、
音
に
よ
る
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
今
後
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ

（
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
）
や
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
と
組
み
合
わ
せ

た
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
」

２
次
元
の
デ
ー
タ
を
基
に
立
体
彫
刻

も
あ
る
。
例
え
ば
あ
る
文
字
を
使
え
ば
、

少
な
く
て
も
２
方
向
か
ら
同
じ
文
字
と

し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
た
め

に
セ
ラ
ミ
ッ
ク
粉
を
使
っ
た
Ｒ
Ｔ
Ｐ

（R
ap
id
P
roto-T

y
p
in
g

）
装
置
と

焼
成
炉
を
装
備
し
て
い
る
。
こ
れ
は
広

告
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
な
ど
に
応
用
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。

左
右
の
目
で
偏
光
角
を
変
え
た
立
体

メ
ガ
ネ
用
の
描
画
ソ
フ
ト
も
開
発
し
て

い
る
。
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開
発
に
は
数

学
的
知
識
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
理
解
が
必

要
だ
。
だ
が
こ
の
ソ
フ
ト
を
使
え
ば
誰

で
も
簡
単
に
立
体
画
像
が
作
れ
る
。
ジ

ッ
パ
ー
を
取
り
つ
け
た
T
シ
ャ
ツ
に
関

す
る
実
験
が
あ
る
。

「
T
シ
ャ
ツ
に
取
り
付
け
た
ジ
ッ
パ

ー
を
開
い
て
分
解
し
、
同
じ
シ
ャ
ツ
と

組
み
合
わ
せ
れ
ば
複
数
人
が
同
時
に
着

ら
れ
る
シ
ャ
ツ
に
な
り
ま
す
。
私
が
以

前
に
試
作
し
た
も
の
を
、
そ
の
ト
ポ
ロ

ジ
ー
を
視
覚
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
研
究
生
が
C
A
D
（C

om
p
u
ter-

A
id
ed
D
esig
n
:

設
計
支
援
ツ
ー
ル
）

を
用
い
て3D

で
再
現
し
ま
し
た
」

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
環
境
を
最
大
限
に
生
か
し
た
研
究

こ
れ
ら
コ
ー
エ
ン
研
究
室
の
研
究

は
、
学
生
が
個
々
で
自
由
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
環
境
を
生
か
し

て
研
究
内
容
は
し
っ
か
り
と
共
有
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
研
究
室
で
は
電
子
会

議
シ
ス
テ
ム
も
使
わ
れ
、
い
つ
で
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
よ
う
に

し
た
。
電
子
遠
隔
会
議
用
で
、
発
言
者

の
方
向
か
ら
音
声
が
聞
こ
え
る
シ
ス
テ

ム
が
す
で
に
開
発
さ
れ
た
。
コ
ー
エ
ン

教
授
の
研
究
室
で
は
、
特
定
の
発
言
者

が
特
定
の
相
手
だ
け
に
情
報
を
届
け
ら

れ
る
の
だ
。

ステンレスのお玉（シャモジ）を利用した360度撮影用の反射鏡「セグウェイ」を使って、ナビゲーション用の音場を研究する

2次元のデータを基にした
立体彫刻。例えばある文字を使えば、
少なくても2方向から同じ文字として読める

2枚の布（サラシ）を組み合わせ
た２人用のシャツ

ディスプレー上の指示で簡単に、相手や
内容を選択できる「サイバースペイシャ
ル音響技術」を研究する、ハンガリーと
バングラデシュからきた留学生

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
求
め
る
参
加
者

は
、
一
部
の
地
点
だ
け
を
選
択
し
て
メ

デ
ィ
ア
（
音
声
と
画
像
）
を
送
受
信
で

き
ま
す
。
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

（
放
送
）
に
対
す
る
ナ
ロ
ー
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
。
遠
隔
会
議
中
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
会
議
が
可
能
で
す
」

こ
の
発
展
型
と
し
て
、
特
定
の
相
手

と
だ
け
会
話
で
き
る
携
帯
電
話
や
メ
ー

ル
の
制
御
シ
ス
テ
ム
も
開
発
。
デ
ィ
ス

プ
レ
ー
上
の
指
示
で
簡
単
に
、
相
手
や

内
容
を
選
択
で
き
る
の
だ
。

こ
う
い
っ
た
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
イ
シ

ャ
ル
音
響
技
術
」
の
一
つ
と
し
て
、
ハ

ン
ガ
リ
と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
き
た

留
学
生
ら
は
「
見
ざ
る
、
言
わ
ざ
る
、

聞
か
ざ
る
」
を
携
帯
電
話
の
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
上
に
表
示
し
な
が
ら
、
音
場
空
間

を
制
御
す
る
研
究
に
着
手
し
て
い
る
。

学
生
一
人
ひ
と
り
に
装
備
さ
れ
て
い

る
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
楽
し
み

な
が
ら
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
や
音
響
学
、
心

理
学
、
画
像
処
理
技
術
、
通
信
技
術
、

表
現
技
術
、
制
御
シ
ス
テ
ム
、
評
価
・

検
証
と
い
た
こ
と
が
身
に
付
く
研
究
室

で
あ
る
。


